




































































































































































































































曲垂照覧。臣某不勝感嘆之至。刷機縁麟 酬 刷 機騒搬
昌泰三年八月十六日 正三位守右大臣兼行右近衛大将菅原朝臣某上
⑮同前掲注6。
＊肘蝿要旨
山本登朗氏は、これより以前の I凌雲集jなどの勅撰三漢詩集には、その最初にやはり序文のよう
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なものがあり、やはり一種の「進書表」のようなものではないかと思うが、そういうものとの関連で
『大江千里集jの序文を見ていくとどうか、と尋ね、発表者は、今後の課題としたい、と答えた。
松村雄二氏は、発表の趣旨に基づいて『大江千里集j編纂を考える場合、内容（和歌）にも公的な
意味が込められたと考えなければ序文との一貫性が出てこないと思うがどうか、と尋ね、発表者は、
内容から見て大江千里は、菅原家の訓読法とは異なる『白氏文集jに関する大江家の訓読法を披露す
る機会と捉えていたのではないか、と答えた。
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